
NPO法人 鹿児島県有機農業協会 

第27回通常総会議案 
2026 年５月 23 日（土）  13 時 00 分 ～ 15 時 00 分 

於 かごしま環境未来館 

1. 開会

2. 理事長挨拶

3. 議長選任

4. 議事録署名人の選任と書記の指名

5. 審議

第1号議案 2025年度 事業報告及び収支決算の承認について（P1～Ｐ22）

第2号議案 2026年度・2027年度 事業計画及び収支予算の決定について（P23～Ｐ37） 

第３号議案 定款変更について（P38～Ｐ41） 

その他の議案 

特定非営利活動法人 鹿児島県有機農業協会 

〒890-0046 

鹿児島県鹿児島市西田2-11-8 明日ビル２F 

Tel:099-258-3374 Fax:099-258-2204 

URL; http://www.koaa.or.jp 
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Ⅰ.2025 年度 事業報告 
 

1. 事業実績 

 

1)有機農業の普及啓発事業 

(1)オーガニックフェスタかごしま 

2025年11月22日(土)、23日(日)の２日間、例年どおりのドルフィンポート跡地前広場にて18回目のオー

ガニックフェスタが実行委員会を中心に開催された。 

今年は開始当初から当協会が担ってきたメイン事務局としての役割を有限会社かごしま有機生産組

合に引き継いで開催した。新しい事務局体制の中、スケジュールや役割分担が明確になり、効率的に業

務が遂行された。また実行委員には多くの初参加の大学生が加わった。 

県内外から過去最高の約160以上の出店があった。天気は快晴で降灰もなく、日中は暖かく半袖姿も

見受けられた。 

これまでは印刷した紙のマップを配布していたが、今回それを廃止しQRコードからデータを読み取る

形に変更した。「紙の方がよい」との意見もあったが大きな混乱もなく、紙資源の節約や業務効率化が図

った。 

ボランティアスタッフが例年より少なく当日の運営が懸念されたが、実行委員の丁寧な指揮管理とボラ

ンティアスタッフの献身的な働きにより、大きなトラブルもなく円滑に進めることができた。 

 

(2)有機農業フォーラム 

2025 年 5 月 31 日(土)、かごしま環境未来館で第 28 回有機農業フォーラムを開催した。 

25 周年記念誌発行記念講演と銘打ち、当協会初代理事長であった鹿児島大学名誉教授の岩元泉先

生に講演いただいた。講演後は、永田副理事長から 25 周年記念誌制作に係るトークがあり、当協会の

25 年の歩みを振り返り、今後の有機農業の展望を考える貴重な機会となった。 

 

(3)広報活動 

ホームページやインスタグラム（フォロワー８５０人）等により情報発信を行った。普及啓発業務に専従

するスタッフが増員されたこともあり、発信の回数を大幅に増やし、イベント情報や広報誌の取材風景な

どを発信するなど内容も充実させた。 

広報誌「Ｏｒｇａｎｉｃ」は、当初の計画どおり年度末に発行した。特集「米作りが、好き」において、おおす

み百姓の森の「マイ田んぼプロジェクト」を紹介。代表の小岩氏のお米づくりにまつわる思いを伝えた。本

号ではインターンシップ学生も取材・執筆に加わり、若年層の視点を取り入れた誌面構成を実現した。 

機関紙「こあぷれす」も計画どおり年 3 回発行した。会員・事業者へのタイムリーな情報発信及び周知

を行うことができた。 

 

(4)有機農業ステップアップセミナー 

2025 年 4 月 10 日、南さつま市で有機農業ステップアップセミナーを開催した。井関農機株式会社に

ご協力をいただき、座学と実地でアイガモロボットについて学び、有機水稲の課題である草対策の技術

第 1 号議案 
2025 年度 事業報告及び収⽀決算の承認について 
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向上につなげた。一方、開催時期の兼ね合いにより短期間で準備、周知を行ったため、参加者が少なか

ったという課題もあった。 

 
(5)九州・山口有機農業の祭典 

2026 年 1 月 31 日、2 月 1 日、山口県湯田温泉こんこんパークにて九州・山口有機農業の祭典が開

催され、鹿児島からは当協会関係者含め約 20 名参加した。今回の幹事は山口県有機農業研究会で、

実行委員会は若手の有機農業者や流通業者を中心に組織されていた。基調講演には 230 名が参加。

定例の分科会、種苗交換会に加え、マルシェも開催され、山口県でさかんな餅まきがおこなわれ盛大に

開催された。次回幹事は福岡県有機農業研究会に引き継がれた。 

 

2)認証業務 

(1)JAS 法に基づく認証業務 

①検査判定体制 

今年度、新たに検査員 1 名を補充した。 

また、既存の検査員または判定員が別な農林物資の検査員または判定員の資格を取得することを

推奨し、多くの認証要員が資格の幅の拡充を行った。 

若干の退任者やしばらく実績がない検査員もいるが、検査が集中している 12 月～3 月においても、

スムーズな検査ができた。 

判定については、データによる文書の受け渡しが可能になったため、事前にレビュー（評価）を行い、

スムーズな判定を実践している。 

定期的な研修会は現地参加に加えオンラインによる参加も可能としており、検査員や判定員が積極

的に参加し、質問し、発言する充実した研修会が開催できている。 

有機畜産物の研修や資格の拡充は図れなかったが、代わりに有機飼料の資格取得者を増やすこと

ができた。 

 

②書類のデータ化 

書類のデータ化は継続的に実施しており、新規の事業者や既存の事業者の最新の申請書等のデ

ータ化もスムーズに進んでいる。 

 

③データベースの整備と有効活用 

ここ数年、「Exment(エクスメント)」というシステムを活用し各種書類のデータをクラウド上で受け渡し、

当協会のデータベース(ファイルメーカー)と連携する仕組み作りに取り組んできた。今年度、いよいよ

運用を開始した。認証要員に対し研修会を何度も開催し、説明を行った。事業者に対しては機関紙

「こあぷれす」において一斉に周知を行った。有機 JAS 講習会やフォローアップ講習会においても丁

寧に説明を行っており、事業者も積極的に活用してくださっている。 

システム上の不具合も多く、すべて順調に進んでいるとは言えないが、不具合を一つ一つ改善しな

がら着実に作業を進めている。 

併せてデータベース(ファイルメーカー)のシステムについても一部開発及び改修を行った。主に資

材に関する部分について専門業者と打ち合わせを行いながら作業を進め、おおむね完了した。ただ

これについても不具合も残されており、改善の余地がある。 

 

④有機畜産物 

有機畜産物の認証拡大、内部の勉強会、様式の改訂等を目標に掲げたが、時間と人員を割くこと

ができず、今後の課題である。 

2



 

⑤きのこ、酒類 

きのこについては熊本県有機農業研究会との検査員合同研修会において研修対象として取り上げ、

現場及び座学の研修を実施することができた。一般社団法人日本オーガニック検査員協会から講師

を招き、専門的な知識を得ることができ、有効な講習会であった。 

酒類については何の取り組みも実践できず、体制強化はできなかった。 

 

⑥他の認証機関との情報共有 

熊本県有機農業研究会との検査員合同研修会を企画し、今年度内に 2 回開催した。2025 年 8 月

27 日、28 日に熊本県人吉市においてきのこについて、2025 年 12 月 10 日、11 日に鹿児島県霧島市

において茶について実地研修及び座学研修を開催した。一般社団法人日本オーガニック検査員協

会（JOIA)から専門の講師を招き、認証要員の力量の向上を図ることができた。 

当初から当協会独自の開催予定ではあったが、農林水産省の「有機 JAS の普及対策事業」に応募

し採択されたため補助金を活用することができ、当初の予定以上に充実した研修会を開催することが

できた。 

 

⑦資材評価に係る業務 

資材メーカー等から当協会が一元的に資材証明書を入手し、使用の可否を評価し、ホームページ

等で会員及び認証事業者限定で開示するという業務を数年前から開始し、少しずつ段取りを進めてき

た。資材証明書が提出されたすべての資材について評価作業が終了し、ホームページによる開示、

会員や認証事業者への周知が一通り完了した。（現在６１資材） 

多くの認証事業者がこれらの開示された資材を使用し、認証事業者、検査員判定員、資材メーカー

等すべての関係者から「大変助かっている」との声が寄せられ高い評価を得ている。  

 

⑧輸出証明書及び取引証明書(TC)の発行 

 

【同等性の仕組みを利用した有機製品の輸出状況】 

2025 年 4 月～2026 年 3 月 

  EU イギリス アメリカ・カナダ スイス TC 台湾 合計件数 

合計件数 245 20 316 11 34 19 645 

      

2024 年 4 月～2025 年 3 月 

  EU イギリス アメリカ・カナダ スイス TC 台湾 合計件数 

合計件数 204 11 334 19 31 22 621 

 

 

(2)登録認証機関の更新業務 

登録更新に係る書類の提出、手数料納付、監査等すべての手続きが完了し、無事に更新決定通知を

受領した。 
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事　業
名

実施時期 実施場所
従事者

数
受益対象
の範囲

受益対象者
人数/件数

11月22日～23日 鹿児島市 12名
2日間

約12,000名

4月10日 鹿児島市 5名 23名

5月31日 鹿児島市 10名 30名

5月
協会
事務所

9名 600名

通年

5月

9月

1月

4月 4名 会員・一般 10,000部

通年 2名 会員・一般

通年 全国 49名 認証事業者 458件

定例
新規対象

8月26日（農産）
8月27日（加工）
2月18日（加工）
2月19日（農産）

48名
12名
23名
26名  109名

定例（オンライン）
新規対象

4月30日（農産）
5月1日（加工）
11月5日（農産）
11月6日（加工）

8名
7名
22名
17名　　54名

臨時（オンライン含む）
新規対象

8月5日（農産）
1月26日（加工）
2月3日（畜産物）

8名
2名
2名　  　12名

定例
既存対象

7月1日（農産）
7月1日（加工）
2月10日（農産）
2月10日（加工）

8名
4名
24名
16名　　52名

定例（オンライン）
既存対象

10月24日（農産）
10月24日（加工）

5名
9名　　　14名

定例・臨時（オンライン含む）
6月26日
10月21日
2月17日
3月26日

鹿児島
県内

79名 79名

熊本県有機農業研究会との
合同開催

8月27日・28日
12月10日・11日

熊本県
鹿児島県

34名 34名

通年
協会
事務所

5名 認証事業者
29事業者

611件

そ
の
他

認
証
に

関
わ
る

事
業 通年

協会
事務所

3名 認証事業者
7事業者

34件

各500部

広報誌 「Ｏｒｇａｎｉｃ」Vol.25号発行

2. 事業の実施に関する事項
1)特定非営利活動に係る事業

事業内容

普
及
啓
発
事
業

第18回　オーガニックフェスタかごしま
(オーガニックフェスタかごしま実行委員会主催)

有機農業フォーラム2025

ホームページ、フェイスブック等による情報発信

広報全般（有機農業に関する情報の発信）

機関紙「こあ・ぷれす」Vol.102発行

機関紙「こあ・ぷれす」Vol.103発行

25周年記念誌事業

会員・一般

協会
事務所

7名 会員・一般

取引証明書（TC)発行業務

認証
申請者

鹿児島
県内

8名

認証
事業者

検査員・判定員研
修会

検査員
判定員

(候補者含む)

第7回有機農業ステップアップセミナー

J
A
S
法
に
基
づ
く
認
証
業
務

EU、イギリス、スイス、米国、カナダ、台湾
輸出向け検査証明書発行業務

有機ＪＡＳ認証業務

有機ＪＡＳ講習会

フォローアップ
講習会

機関紙「こあ・ぷれす」Vol.104発行
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3．経過報告 
 

日時 実施内容 

4 月 4 日(金) 第 301 回判定委員会 

4 月 10 日(木) 有機農業ステップアップセミナー 

4 月 14 日(月) 第 302 回判定委員会 

4 月 16 日(水) 資材評価会 

4 月 17 日(木) 就業規則説明会 

4 月 21 日(月) 認証会議 

4 月 23 日(水) 企画広報会議 

4 月 24 日(木) 第 303 回判定委員会 

4 月 30 日(水) 有機農産物(きのこ含む)、有機飼料(農産)の有機 JAS 講習会(鹿児島市) 

5 月 1 日(木) 有機加工食品(酒類含む)、有機飼料(加工)の有機 JAS 講習会(鹿児島市) 

5 月 2 日(金) 第 1 回常務理事会 

5 月 10 日(土) 第 1 回理事会 

5 月 12 日(月) 第 304 回判定委員会 

5 月 26 日(月) 第 305 回判定委員会 

5 月 29 日(木) 25 周年記念誌発行記者会見 

5 月 30 日(金) 25 周年記念誌編集会議 

5 月 31 日(土) 第 26 回通常総会 

5 月 31 日(土) 第 2 回理事会 

5 月 31 日(土) 有機農業フォーラム 

6 月 6 日(金) 認証会議 

6 月 10 日(火) 企画広報会議 

6 月 12 日(木) 資材評価会 

6 月 17 日(火) 内部監査 

6 月 19 日(木) 第 2 回常務理事会 

6 月 23 日(月) 鹿児島市環境保全型農業直接支払交付金推進協議会研修会の講師派遣 

6 月 24 日(火) 一般社団法⼈有機 JAS 資材評価協議会定例総会 

6 月 26 日(木) 検査員・判定員研修会 

6 月 30 日(月) 第 306 回判定委員会 

7 月 1 日(火) 有機農産物(きのこ含む)、有機飼料(農産)のフォローアップ講習会(鹿児島市) 

7 月 1 日(火) 有機加工食品(酒類含む)、有機飼料(加工)のフォローアップ講習会(鹿児島市) 

7 月 3 日(木) 第 307 回判定委員会 

7 月 6 日(日) インターンシップ受⼊団体と学⽣さんとの交流会 

7 月 7 日(月) 認証会議 

7 月 10 日(木) 第 2 回オーガニックフェスタかごしま実行委員会 

7 月 11 日(金) かごしま有機農業推進協議会総会 

7 月 11 日(金) 企画広報会議 

7 月 17 日(木) 第 3 回常務理事会 

7 月 23 日(水) 一般社団法人日本オーガニック検査員協会(JOIA)代表理事板敷様来所 

7 月 23 日(水) 有機 JAS 登録認証機関協議会総会 

7 月 29 日(火) 第 308 回判定委員会 

7 月 30 日(水) 特定非営利活動法人熊本県有機農業研究会視察 

7 月 31 日(木) 特定非営利活動法人熊本県有機農業研究会内部監査員派遣 

7 月 31 日(木) オーガニックビレッジ意見交換会(かごしま有機農業推進協議会主催) 

7 月 31 日(木) 登録更新申請書提出締切 

8 月 5 日(火) 有機農産物(きのこ含む)、有機飼料(農産)の有機 JAS 講習会(オンライン・臨時) 
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8 月 7 日(木) 九州・山口世話人会 

8 月 7 日(木) 第 3 回オーガニックフェスタかごしま実行委員会 

8 月 8 日(金) 認証会議 

8 月 19 日(火) 食と農の県民条例見直しに関する意見交換会 

8 月 22 日(金) 第 4 回常務理事会 

8 月 22 日(金) 企画広報会議 

8 月 26 日(火) 有機農産物(きのこ含む)、有機飼料(農産)の有機 JAS 講習会(鹿児島市) 

8 月 27 日(水) 有機加工食品(酒類含む)、有機飼料(加工)の有機 JAS 講習会(鹿児島市) 

8 月 27 日(水) 第 309 回判定委員会 

8 月 27 日(水) 検査員研修会 

8 月 28 日(木) 検査員研修会 

9 月 1 日(月) 第 310 回判定員会 

9 月 12 日(金) インターンシップ未来国会発表会 

9 月 16 日(火) 公平性委員会 

9 月 16 日(火) 第 4 回オーガニックフェスタかごしま実行委員会 

9 月 17 日(水) 有機酒類の取扱いに関する認証機関向け説明会(農林水産省主催) 

9 月 22 日(月) 第 5 回常務理事会 

9 月 24 日(水) 第 311 回判定委員会 

9 月 25 日(木) 第 5 回企画広報会議 

9 月 27 日(土) 第 3 回理事会 

10 月 1 日(水) 第 312 回判定委員会 

10 月 3 日(金) 第 313 回判定委員会 

10 月 3 日(金) 熊本県有機農業研究会 50 周年記念式典 

10 月 4 日(土) 環境活動発表交流会 

10 月 8 日(水) オーガニックフェスタかごしま出店者説明会 

10 月 14 日(火) 有機 JAS 登録認証機関協議会 web ミーティング 

10 月 15 日(水) オーガニックフェスタかごしま実行委員会 

10 月 17 日(金) かごしま有機農業推進協議会事務局会議 

10 月 21 日(火) 検査員判定員研修会 

10 月 23 日(木) 鹿児島市食育推進ネットワーク会議 

10 月 23 日(木) 第 6 回常務理事会 

10 月 24 日(金) 有機農産物(きのこ含む)、有機飼料(農産)のフォローアップ講習会(オンライン) 

10 月 24 日(金) 有機加工食品(酒類含む)、有機飼料(加工)のフォローアップ講習会(オンライン) 

10 月 28 日(火) 第 6 回企画広報会議 

10 月 29 日(水) 第 315 回判定委員会 

10 月 31 日(金) 第 316 回判定委員会 

11 月 4 日(火) 事業所調査 

11 月 5 日(水) 事業所調査 

11 月 5 日(水) オーガニックフェスタかごしま実行委員会 

11 月 5 日(水) 有機農産物(きのこ含む)、有機飼料(農産)の有機 JAS 講習会(オンライン) 

11 月 6 日(木) 有機加工食品(酒類含む)、有機飼料(加工)の有機 JAS 講習会(オンライン) 

11 月 7 日(金) 認証会議 

11 月 8 日(土) オーガニックフェスタかごしまボランティア説明会 

11 月 11 日(火) 鹿児島県の新オーガニック等ツアーコース打ち合わせ(九州農政局鹿児島県拠点) 

11 月 17 日(月) 令和 7 年度有機食品等登録認証機関連絡会議 

11 月 20 日(木) 第 7 回常務理事会 

11 月 22 日(土) オーガニックフェスタかごしま 2025 
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11 月 23 日(日) オーガニックフェスタかごしま 2025 

11 月 25 日(火) 第 317 回判定委員会 

12 月 3 日(水) 認証会議 

12 月 10 日(水) 第 318 回判定委員会 

12 月 10 日(水) 合同検査員研修会 

12 月 11 日(木) 合同検査員研修会 

12 月 12 日(金) オーガニックフェスタかごしま実行委員会(反省会) 

12 月 16 日(火) マネジメントレビュー 

12 月 16 日(火) 第 8 回常務理事会 

12 月 17 日(水) 鹿屋市有機農業セミナー 

12 月 23 日(火) 有機 JAS 関係団体情報連絡会 

12 月 24 日(水) 第 319 回判定委員会 

12 月 26 日(金) 企画広報会議 

12 月 26 日(金) 第 4 回理事会 

1 月 9 日(金) 鹿児島県農政部長訪問 

1 月 16 日(金) 第 9 回常務理事会 

1 月 27 日(火) 企画広報会議 

1 月 29 日(木) 第 320 回判定委員会 

1 月 30 日(金) 第 2 回有機農業推進ネットワーク集会 in 九州(九州農政局出催) 

1 月 31 日(土) 九州・山口有機農業の祭典(山口) 

2 月 1 日(日) 九州・山口有機農業の祭典(山口) 

2 月 3 日(火) オンライン JAS 講習会(畜産) 

2 月 4 日(水) 認証会議 

2 月 6 日(金) 有機資材評価講習会(有機 JAS 資材評価協議会主催) 

2 月 10 日(火) 有機農産物、有機加工食品、有機飼料(農産)(加工)のフォローアップ講習会 

2 月 17 日(火) 検査員判定員研修会 

2 月 18 日(水) 有機加工食品(酒類含む)、有機飼料(加工)の有機 JAS 講習会(鹿児島市) 

2 月 19 日(木) 有機農産物(きのこ含む)、有機飼料(農産)の有機 JAS 講習会(鹿児島市) 

2 月 20 日(金) 第 10 回常務理事会 

2 月 24 日(火) 第 321 回判定委員会 

2 月 25 日(水) 企画広報会議 

2 月 25 日(水) 九州山口世話人会 

2 月 27 日(金) グリーンコープかごしま生活協同組合五十周年記念式典 

3 月 3 日(火) 第 322 回判定委員会 

3 月 9 日(月) 認証会議 

3 月 17 日(火) 第 11 回常務理事会 

3 月 26 日(木) 第 323 回判定委員会 

3 月 27 日(金) 企画広報会議 

3 月 30 日(月) 第 324 回判定委員会 

3 月 31 日(火) 第 325 回判定委員会 
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Ⅱ. 有機認証業務の報告 

1．鹿児島県有機農業協会の認証状況 
1）認証事業者数の推移 

 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 

農

産 

208 

（新規 24、 

廃止 14） 

221 

（新規 23、 

廃止 12） 

237 

（新規 22、 

廃止 7） 

251 

(新規 26、

廃止 12) 

262 

(新規 24、

廃止 13) 

254 

(新規 11、

廃止 19) 

258 

(新規 20、

廃止 16) 

270 

(新規 22、

廃止 10) 

273 

(新規 23、

廃止 20) 

299 

(新規 47、

廃止 22) 

加

工 

82 

（新規 12、 

廃止 4） 

87 

（新規 9、 

廃止 5） 

89 

（新規 2、 

廃止 0） 

91 

(新規 9、

廃止 6) 

99 

(新規 10、

廃止 2) 

94 

(新規 3、

廃止 8) 

100 

(新規 8、

廃止 1、 

取消１) 

105 

(新規 7、

廃止 2) 

111 

(新規 13、

廃止 7) 

120 

(新規 13、

廃止 4) 

小

分

け 

23 

（新規 5、 

廃止 1） 

30 

（新規 7、 

廃止 0） 

22 

（新規 3、 

廃止 11） 

17 

(新規 2、

廃止 7) 

14 

(新規 0、

廃止 3) 

15 

(新規 1、

廃止 0) 

13 

(新規 0、

廃止 1、 

取消１) 

13 

(新規 2、

廃止 2) 

12 

(新規 2、

廃止 3) 

12 

(新規 0、

廃止 0) 

飼

料 
― ― 

１ 

（新規１、 

廃止 0） 

1 

(新規 0、

廃止 0) 

1 

(新規 0、

廃止 0) 

1 

(新規 0、

廃止 0) 

1 

(新規 0、

廃止 0) 

2 

(新規 1、

廃止 0) 

2 

(新規 0、

廃止 0) 

2 

(新規 0、

廃止 0) 

酒

類 

2 

（新規 0、 

廃止 1） 

2 

（新規 0、 

廃止 0） 

2 

（新規 0、 

廃止 0） 

2 

（新規 0、 

廃止 0） 

2 

（新規 0、 

廃止 0） 

2 

（新規 0、 

廃止 0） 

2 

（新規 0、 

廃止 0） 

1 

（新規 0、 

廃止 1） 

0 

（新規 0、 

廃止 1） 

0 

(新規 0、

廃止 0) 

外

国 
― ― ― ― ― ― 

3 

（新規 3、 

廃止 0） 

17 

（新規 14、 

廃止 0） 

18 

（新規 3、 

廃止 2） 

22 

(新規 4、

廃止 0) 

畜

産 
― ― 

0 

（新規 0、 

廃止 0） 

0 

（新規 0、 

廃止 0） 

0 

（新規 0、 

廃止 0） 

0 

（新規 0、 

廃止 0） 

0 

（新規 0、 

廃止 0） 

0 

（新規 0、 

廃止 0） 

3 

（新規 3、 

廃止 0） 

3 

（新規 0、 

廃止 0） 

合

計 

315 

（新規 41、 

廃止 20） 

340 

（新規 39、 

廃止 17） 

351 

（新規 28、 

廃止 18） 

362 

(新規 37、

廃止 25) 

378 

(新規 34、

廃止 18) 

366 

(新規 15、

廃止 27) 

377 

(新規 31、

廃止 18、 

取消 2) 

408 

(新規 46、

廃止 15) 

419 

(新規 44、

廃止 33) 

458 

(新規 64、

廃止 26) 

外国：2022 年 10 月より始まった外国格付の表示を付する取扱業者等。 

・2025 年度廃止理由     農  産： 法人化 9 件。個別認証への移行 2 件。後継者不足 2 件。経営上の理由 1 件。 

他認証事業者へ引き継ぎ 1 件。別認証機関への移行 1 件。廃業 1 件。 

加  工： 法人化３件。経営上の理由２件。 

・新規認証取得の傾向    お茶関係（緑茶・他）48 件。野菜関係 5 件。米 2 件。酒類 1 件。果樹 1 件。その他 3 件。 
 
 

2）認証ほ場面積の推移（鹿児島県有機農業協会の認証事業者に関するデータ）       単位（Unit）：（a） 

その他の項目は 2020 年度より、採取場、栽培場、採草牧草地、野外の運動場と分けての集計となりました。 

 

年度 

合計 

（①＋②

＋⑦） 

①田 

②畑 

（③＋④

＋⑤＋

⑥） 

 

⑦その

他 

    

③普通

畑 

④樹園

地 

⑤牧

草地 
⑥茶畑 

⑧採

取場 

⑨栽

培場 

⑩採

草放

牧地 

⑪野外

の運動

場 

2016 70,370 5,208 56,163 27,104 29,059 0 - 8,999 - - - - 

2017 76,589 5,826 61,761 25,816 2,837 0 33,108 9,002 - - - - 

2018 84,072 5,680 69,478 28,290 3,209 0 37,979 8,914 - - - - 

2019 89,600 3,623 76,905 30,724 4,041 60 42,080 9,069 - - - - 

2020 94,921 3,373 82,138 32,407 4,733 60 44,938 9,410 9,055 355 - - 

2021 92,350 2,847 85,588 33,824 6,185 60 45,519 3,915 3,560 355 - - 

2022 97,249 3,049 90,180 34,207 5,084 60 50,829 4,020 3,605 415 - - 

2023 107,486 3,628 99,942 32,424 5,469 60 58,659 3,822 3,250 126 - - 

2024 120,206 4,661 111,341 34,655 5,470 0 71,217 3,801 3,535 231 2 33 

9



（
参

考
）
当

協
会

の
認

証
件

数
の

推
移

鹿
児

島
県

有
機

農
業

協
会

認
証

件
数

種
別

／
年

度
2
0
0
3
年

2
0
0
4
年

2
0
0
5
年

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
8
年

2
0
0
9
年

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
2
年

2
0
1
3
年

2
0
1
4
年

2
0
1
5
年

2
0
1
6
年

2
0
1
7
年

2
0
1
8
年

2
0
1
9
年

2
0
2
0
年

2
0
2
1
年

2
0
2
2
年

2
0
2
3
年

2
0
2
4
年

2
0
2
5
年

農
産

1
6
5

2
0
9

1
8
8

1
8
1

1
8
8

1
8
5

1
8
5

1
7
8

1
7
9

1
7
2

1
7
1

1
8
2

2
0
0

2
0
8

2
2
1

2
3
7

2
5
1

2
6
2

2
5
4

2
5
8

2
7
0

2
7
3

2
9
9

加
工

3
5

5
1

5
7

5
9

6
0

5
7

5
7

5
3

5
6

5
1

5
7

6
5

7
4

8
2

8
7

8
9

9
1

9
9

9
4

1
0
0

1
0
5

1
1
1

1
2
0

小
分

け
2
0

2
4

1
9

2
0

1
8

1
9

1
8

1
6

1
8

1
5

1
7

1
8

1
9

2
3

3
0

2
2

1
7

1
4

1
5

1
3

1
3

1
2

1
2

飼
料

1
1

1
1

1
2

2
2

外
国

3
1
7

1
8

2
2

畜
産

3
3

合
計

2
2
0

2
8
4

2
6
4

2
6
0

2
6
6

2
6
1

2
6
0

2
4
7

2
5
3

2
3
8

2
4
5

2
6
5

2
9
3

3
1
3

3
3
8

3
4
9

3
6
0

3
7
6

3
6
4

3
7
5

4
0
7

4
1
9

4
5
8

5
. 
 2

0
2
2
年

よ
り

外
国

格
付

の
表

示
を

付
す

る
取

扱
業

者
等

の
認

証
が

始
ま

り
、

輸
出

実
績

の
あ

る
殆

ど
の

事
業

者
が

認
証

を
取

得
し

て
い

ま
す

。
新

た
に

輸
出

を
計

画
し

て
い

る
事

業
者

の
取

得
も

あ
り

増
加

傾
向

と
な

っ
て

い
ま

す
。

1
. 

農
産

の
認

証
件

数
は

2
0
0
4
年

に
か

け
て

急
速

に
増

加
し

ま
し

た
が

、
2
0
0
5
年

の
JA

S
法

改
正

後
、

件
数

は
減

少
傾

向
に

あ
り

ま
し

た
。

そ
の

後
、

2
0
1
4
年

か
ら

増
加

傾
向

に
あ

り
、

若
干

の
減

少
も

あ
り

ま
し

た
が

2
0
2
5
年

度
に

お
い

て
は

2
0
件

以
上

の
増

加
と

な
っ

て
い

ま
す

。

2
. 

加
工

の
認

証
件

数
は

2
0
1
3
年

度
よ

り
増

加
傾

向
に

あ
り

、
そ

の
後

若
干

の
増

減
が

あ
り

ま
し

た
が

、
2
0
2
2
年

以
降

は
増

加
傾

向
と

な
っ

て
い

ま
す

。

4
 .

 小
分

け
の

認
証

件
数

は
増

加
傾

向
に

あ
り

ま
し

た
が

、
2
0
1
8
年

の
法

改
正

以
降

は
減

少
傾

向
と

な
っ

て
い

ま
す

。

3
. 

農
産

、
加

工
と

も
に

認
証

件
数

は
2
0
2
0
年

度
か

ら
2
0
2
1
年

度
に

か
け

て
若

干
の

減
少

と
な

っ
て

い
ま

し
た

が
、

2
0
2
2
年

度
以

降
は

再
度

増
加

に
転

じ
て

い
て

、
2
0
2
5
年

は
特

に
増

加
し

て
い

ま
す

。

20
9 

18
8 

18
1 

18
8 

18
5 

18
5 

17
8 

17
9 

17
2 

17
1 

18
2 

20
0 

20
8 

22
1 

23
7 

25
1

26
2

25
4 

25
8 

27
0

27
3

29
9

51
 

57
 

59
 

60
 

57
 

57
 

53
 

56
 

51
 

57
 

65
 

74
 

82
 

87
 

89
 

91
99

94
 

10
0 

10
5

11
1

12
0

24
 

19
 

20
 

18
 

19
 

18
 

16
 

18
 

15
 

17
 

18
 

19
 

23
 

30
 

22
 

17
14

15
 

13
 

13
12

12
1 

1
1

1 
1 

2
2

2
3 

17
18

22

3
3

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

認
証

件
数

の
推

移

農
産

加
工

小
分

け
飼

料
外

国
畜

産

10



 
 

3）－1－a 当協会の格付実績（2024 年度、単位 kg、小数点以下四捨五入）  

区分 
有機農産物 

生産行程管理者 

有機農産物 

小分け業者 

有機加工食品 

生産行程管理者 

有機加工食品 

小分け業者 

野菜/野菜加工品 3,472,088 13,182 150,642 24 

果実/果実加工品 664,618 0 120 6,092 

米/米加工品 153,681 3,398 2,706 0 

麦/小麦粉等 6,130 0 1,065 2,625 

緑茶等（生葉） 4,040,374 0 0 0 

緑茶等（荒茶）/緑茶 993,909 0 1,861,309 10 

紅茶等生葉/紅茶等 173,090 0 203,428 60,249 

生桑葉 492,825 0 0 0 

その他の農産物/加工品 230,922 0 65,858 1,654 

合計 10,227,637 16,580 2,285,128 70,653 

（2025 年 9 月、JAS 法施行規則第 84 条に基づく格付実績の報告より）  

 

 

3）－1－b 当協会の有機酒類格付実績（2024 年度、単位 L、小数点以下四捨五入）  

区分 生産行程管理者 小分け業者 

清酒 0 0 

焼酎 29,043 0 

みりん 0 0 

ビール 0 0 

果実酒 0 0 

ウイスキー 0 0 

ブランデー 0 0 

スピリッツ 1,933 0 

発泡酒 0 0

リキュール 0 0

その他 0 0

合計 30,976 0 

（2025 年 9 月、JAS 法施行規則第 84 条に基づく格付実績の報告より）  
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3）－2 当協会の格付実績の推移(単位：有機酒類以外 kg、有機酒類 L 小数点以下四捨五入) 

  2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 

農産物 
6,757,083 6,464,518 7,423,976 7,789,251 9,080,125 9,573,637 10,608,520 10,227,636 

小分け（農産） 
147,654 119,374 39,123 24,482 27,303 20,509 21,747 16,580 

加工食品 

(有機酒類除く) 811,901 1,156,821 1,139,181 1,312,811 1,382,195 2,100,020 1,944,889 2,285,128 

有機酒類 
-  -  -  -  -  0 14,035 30,976 

小分け（加工） 

(有機酒類除く) 65,167 82,086 59,585 67,282 97,883 97,650 83,109 70,653 

小分け 

(有機酒類) -  -  -  -  -  0 0 0 

（JAS 法施行規則第 84 条に基づく格付実績の報告より） 

    有機酒類は 2022 年 10 月より JAS 法の対象となったため 2022 年より記載。 

 

  3)－3 国内における有機農産物の格付数量の推移（農林水産省の資料より） 
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＜検査員・五十音順＞

氏名 農産 飼料（農産） 加工 飼料（加工） 畜産

1 一百野昌世 ◯ ◯ ◯ ◯ ―

2 石垣信也 ◯ ◯ ◯ ◯ ―

3 井上清視 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

4 岩元泉 ◯ ― ◯ ― ―

5 上野豊 ◯ ― ― ― ―

6 海老原純一 ◯ ― ◯ ― ―

7 大久保誠 ◯ ◯ ― ― ―

8 大島勝矢 ◯ ― ◯ ― ―

9 神川大地 ◯ ― ― ― ―

10 川崎直人 ◯ ― ◯ ― ―

11 澤田泰之 ◯ ― ◯ ― ―

12 白澤繁清 ◯ ― ◯ ― ―

13 神宮司恒幸 ◯ ― ◯ ― ◯

14 太院億 ◯ ― ◯ ― ―

15 立山昌一 ◯ ― ◯ ― ◯

16 鶴田修市 ◯ ― ◯ ― ―

17 永田洋一郎 ◯ ― ◯ ― ―

18 中野英明 ◯ ― ◯ ― ◯

19 浜地克徳 ◯ ― ◯ ― ―

20 浜平博行 ◯ ― ◯ ― ―

21 原田慎也 ◯ ― ◯ ― ―

22 古市聡美 ― ― ◯ ◯ ―

23 前畑博幸 ◯ ― ◯ ― ―

24 松﨑俊一 ◯ ― ◯ ― ―

25 松元良夫 ◯ ― ― ― ―

26 丸山豊 ― ― ― ― ◯

27 南鶴聡美 ◯ ― ◯ ― ―

28 森田重則 ◯ ― ― ― ―

29 湯地乃奈 ◯ ― ― ― ―

30 米澤聖司 ◯ ― ― ― ―

＜判定員・五十音順＞

氏名 農産 飼料（農産） 加工 飼料（加工） 畜産

1 井上清視 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

2 岩元泉 ◯ ― ◯ ― ―

3 大島勝矢 ◯ ― ― ― ―

4 神宮司恒幸 ◯ ◯ 〇 ― 〇

5 太院億 ― ― ◯ ― ―

6 立山昌一 ◯ ◯ ◯ ― 〇

7 中野英明 ◯ ◯ ― ― 〇

8 浜平博行 ◯ ― ◯ ― ―

9 古市聡美 ― ― ◯ ◯ ―

10 森田重則 ◯ ― ― ― ―

2026年5月1日現在

認証要員（検査員、判定員）
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特定非営利活動法人 鹿児島県有機農業協会 自 2025年 4月 1日　至 2026年 3月31日

活　動　計　算　書
[税込] （単位：円）

【経常収益】

【受取会費】

受取入会金           92,000 

正会員受取会費        7,071,250 

賛助会員受取会費           48,000        7,211,250 

【事業収益】

事業　収益       50,801,075 

【その他収益】

受取　利息           17,181 

雑　収　益          903,810          920,991 

経常収益  計       58,933,316 

【経常費用】

【事業費】

（人件費）

給料　手当(事業)       18,868,788 

検査員判定員手当       10,338,506 

役員　報酬(事業)        1,264,000 

普及啓発業務手当           92,600 

アルバイト給料(事業)          445,046 

退職給付費用(事業)          248,000 

法定福利費(事業)        2,796,900 

人件費計       34,053,840 

（その他経費）

検査報酬費          587,000 

諸　謝　金          167,850 

印刷製本費(事業)          589,392 

会　議　費(事業)          722,249 

旅費交通費(事業)        4,297,481 

通信運搬費(事業)        1,782,164 

消耗品　費(事業)        1,268,853 

修　繕　費(事業)          550,000 

水道光熱費(事業)          197,083 

地代　家賃(事業)        1,044,634 

賃  借  料(事業)          127,755 

普及啓発事業費(事業)        1,801,899 

減価償却費(事業)          130,123 

保　険　料(事業)          170,587 

諸　会　費(事業)           87,857 

租税　公課(事業)        2,405,300 

研　修　費           51,900 

支払手数料(事業)          410,786 

保守管理費(事業)          729,432 

雑　　　費(事業)           67,382 

リース料          624,719 

新聞図書費           32,384 

その他経費計       17,846,830 
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特定非営利活動法人 鹿児島県有機農業協会 自 2025年 4月 1日　至 2026年 3月31日

活　動　計　算　書
[税込] （単位：円）

事業費  計       51,900,670 

【管理費】

（人件費）

給料　手当        2,530,424 

役員　報酬        1,264,000 

退職給付費用           24,000 

法定福利費          408,235 

福利厚生費           66,668 

人件費計        4,293,327 

（その他経費）

印刷製本費           39,544 

会　議　費           23,657 

旅費交通費           38,271 

通信運搬費          178,141 

消耗品　費           77,630 

水道光熱費           29,311 

地代　家賃          155,366 

賃　借　料           19,000 

普及啓発事業費            1,217 

新聞図書費            4,816 

減価償却費           17,922 

保　険　料              963 

諸　会　費            4,143 

慶　弔　費            1,294 

リース　料           92,913 

租税　公課           72,013 

支払手数料           41,145 

管理　諸費          592,107 

雑　　　費            4,324 

その他経費計        1,393,777 

管理費  計        5,687,104 

経常費用  計       57,587,774 

当期経常増減額        1,345,542 

【経常外収益】

経常外収益  計                0 

【経常外費用】

過年度損益修正損           93,500 

経常外費用  計           93,500 

税引前当期正味財産増減額        1,252,042 

当期正味財産増減額        1,252,042 

前期繰越正味財産額       23,881,349 

次期繰越正味財産額       25,133,391 
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科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

全事業所 2026年 3月31日 現在

負　債 の　部資　産　の　部

貸　借　対　照　表
[税込] （単位：円）特定非営利活動法人 鹿児島県有機農業協会

【流動資産】 【流動負債】

（現金・預金） 未　払　金        4,638,443 

現　　　金          277,115 前　受　金            9,000 

普通　預金       18,531,577 預　り　金          329,358 

現金・預金 計       18,808,692 仮　受　金              425 

（売上債権） 未払法人税等           71,000 

未　収　金        1,118,334 未払消費税        1,261,500 

売上債権 計        1,118,334 流動負債  計        6,309,726 

（その他流動資産） 負債合計        6,309,726 

前払　費用          100,000 正　味　財　産　の　部

仮　払　金          375,917 【正味財産】

その他流動資産  計          475,917 前期繰越正味財産額       23,881,349 

流動資産合計       20,402,943 当期正味財産増減額        1,252,042 

【固定資産】 正味財産　計       25,133,391 

（有形固定資産） 正味財産合計       25,133,391 

建物附属設備          466,298  

什器　備品                3  

有形固定資産  計          466,301  

（無形固定資産）  

電話加入権           60,000  

ソフトウェア          205,700  

無形固定資産  計          265,700  

（投資その他の資産）  

保　証　金            4,200  

敷　　　金          300,000  

運営積立預金       10,003,973  

投資その他の資産  計       10,308,173  

固定資産合計       11,040,174  

資産合計       31,443,117 負債及び正味財産合計       31,443,117 
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全事業所 2026年 3月31日 現在

財　産　目　録
[税込] （単位：円）特定非営利活動法人 鹿児島県有機農業協会

《資産の部》

【流動資産】

（現金・預金）

現　　　金          277,115 

普通　預金       18,531,577 

現金・預金 計       18,808,692 

（売上債権）

未　収　金        1,118,334 

売上債権 計        1,118,334 

（その他流動資産）

前払　費用          100,000 

仮　払　金          375,917 

その他流動資産  計          475,917 

流動資産合計       20,402,943 

【固定資産】

（有形固定資産）

建物附属設備          466,298 

什器　備品                3 

有形固定資産  計          466,301 

（無形固定資産）

電話加入権           60,000 

ソフトウェア          205,700 

無形固定資産  計          265,700 

（投資その他の資産）

保　証　金            4,200 

敷　　　金          300,000 

運営積立預金       10,003,973 

投資その他の資産  計       10,308,173 

固定資産合計       11,040,174 

資産の部  合計       31,443,117 

《負債の部》

【流動負債】

未　払　金        4,638,443 

前　受　金            9,000 

預　り　金          329,358 

仮　受　金              425 

未払法人税等           71,000 

未払消費税        1,261,500 

流動負債  計        6,309,726 

負債の部  合計        6,309,726 

 

正味財産       25,133,391 
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全事業所 自 2025年 4月 1日　至 2026年 3月31日

特定非営利活動に係る事業会計損益計算書
[税込] （単位：円）特定非営利活動法人 鹿児島県有機農業協会

【経常収益】

【受取会費】

受取入会金           92,000 

正会員受取会費        7,071,250 

賛助会員受取会費           48,000 

【事業収益】

事業　収益       50,801,075 

【その他収益】

受取　利息           17,181 

雑　収　益          903,810 

経常収益  計       58,933,316 

【経常費用】

【事業費】

（人件費）

給料　手当(事業)       18,868,788 

検査員判定員手当       10,338,506 

役員　報酬(事業)        1,264,000 

普及啓発業務手当           92,600 

アルバイト給料(事業)          445,046 

退職給付費用(事業)          248,000 

法定福利費(事業)        2,796,900 

人件費計       34,053,840 

（その他経費）

検査報酬費          587,000 

諸　謝　金          167,850 

印刷製本費(事業)          589,392 

会　議　費(事業)          722,249 

旅費交通費(事業)        4,297,481 

通信運搬費(事業)        1,782,164 

消耗品　費(事業)        1,268,853 

修　繕　費(事業)          550,000 

水道光熱費(事業)          197,083 

地代　家賃(事業)        1,044,634 

賃  借  料(事業)          127,755 

普及啓発事業費(事業)        1,801,899 

減価償却費(事業)          130,123 

保　険　料(事業)          170,587 

諸　会　費(事業)           87,857 

租税　公課(事業)        2,405,300 

研　修　費           51,900 

支払手数料(事業)          410,786 

保守管理費(事業)          729,432 

雑　　　費(事業)           67,382 

リース料          624,719 

新聞図書費           32,384 

その他経費計       17,846,830 
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全事業所 自 2025年 4月 1日　至 2026年 3月31日

特定非営利活動に係る事業会計損益計算書
[税込] （単位：円）特定非営利活動法人 鹿児島県有機農業協会

事業費  計       51,900,670 

【管理費】

（人件費）

給料　手当        2,530,424 

役員　報酬        1,264,000 

退職給付費用           24,000 

法定福利費          408,235 

福利厚生費           66,668 

人件費計        4,293,327 

（その他経費）

印刷製本費           39,544 

会　議　費           23,657 

旅費交通費           38,271 

通信運搬費          178,141 

消耗品　費           77,630 

水道光熱費           29,311 

地代　家賃          155,366 

賃　借　料           19,000 

普及啓発事業費            1,217 

新聞図書費            4,816 

減価償却費           17,922 

保　険　料              963 

諸　会　費            4,143 

慶　弔　費            1,294 

リース　料           92,913 

租税　公課           72,013 

支払手数料           41,145 

管理　諸費          592,107 

雑　　　費            4,324 

その他経費計        1,393,777 

管理費  計        5,687,104 

経常費用  計       57,587,774 

当期経常増減額        1,345,542 

【経常外収益】

経常外収益  計                0 

【経常外費用】

過年度損益修正損           93,500 

経常外費用  計           93,500 

 

税引前当期正味財産増減額        1,252,042 

当期正味財産増減額        1,252,042 

前期繰越正味財産額       23,881,349 

次期繰越正味財産額       25,133,391 
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【重要な会計方針】

(1)固定資産の減価償却の方法
　有形固定資産:定率法
(2)消費税等の会計処理
　消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

【事業別損益の状況】
事業別損益の状況は以下の通りです。 [税込](単位:円)

科目

有機農業の啓
発・技術普及に

関する事業
-ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ

ｾﾐﾅｰ-

食品の安全性や
環境保全に関す

る事業
-ﾌｫｰﾗﾑ-

有機農業の理解
を深める生産者
と消費者の交流
や、食農教育に

関する事業
-ﾌｪｽﾀ等-

前各号に付帯す
る事業

-こあぷれす
等-

『日本農林規格
等に関する法

律』等に基づく
有機農産物等の

認証業務
-JAS認証事業-

事業部門計 管理部門 合計

Ⅰ　経常収益
受取会費 0 0 0 0 0 0 7,119,250 7,119,250
受取入会金 0 0 0 0 0 0 92,000 92,000
事業収益 2,500 10,000 127,500 110,000 50,551,075 50,801,075 0 50,801,075
その他収益 0 0 0 0 502,000 502,000 418,991 920,991

経常収益計 2,500 10,000 127,500 110,000 51,053,075 51,303,075 7,630,241 58,933,316
Ⅱ　経常費用
(1)人件費

給料手当 17,585 70,343 896,883 773,784 17,110,193 18,868,788 2,530,424 21,399,212
役員報酬 60 240 3,058 2,639 1,258,003 1,264,000 1,264,000 2,528,000
検査員判定員手当 0 0 0 0 10,338,506 10,338,506 0 10,338,506
普及啓発業務手当 926 3,704 47,226 40,744 0 92,600 0 92,600
アルバイト給料 0 0 0 0 445,046 445,046 0 445,046
退職金給付費用 80 320 4,080 3,520 240,000 248,000 24,000 272,000
法定福利費 1,064 4,263 54,363 46,906 2,690,304 2,796,900 408,235 3,205,135
福利厚生費 0 0 0 0 0 0 66,668 66,668
人件費計 19,715 78,870 1,005,610 867,593 32,082,052 34,053,840 4,293,327 38,347,167

(2)その他経費
  検査報酬費 0 0 0 0 587,000 587,000 0 587,000
  諸謝金 650 2,600 33,150 28,600 102,850 167,850 0 167,850
  印刷製本費 13 50 643 555 588,131 589,392 39,544 628,936
  会議費 6,750 20,000 4,000 2,668 688,831 722,249 23,657 745,906
  旅費交通費 640 2,565 32,685 28,199 4,233,392 4,297,481 38,271 4,335,752
  通信運搬費 172 688 8,773 7,569 1,764,962 1,782,164 178,141 1,960,305
  消耗品費 119 478 6,077 5,242 1,256,937 1,268,853 77,630 1,346,483

修繕費 0 0 0 0 550,000 550,000 0 550,000
  水道光熱費 9 37 477 412 196,148 197,083 29,311 226,394
  地代家賃 50 198 2,527 2,181 1,039,678 1,044,634 155,366 1,200,000
  賃借料 6 24 309 267 127,149 127,755 19,000 146,755

広告宣伝費 0 0 0 0 0 0 0 0
普及啓発事業費 11,412 56,449 800,000 543,378 390,660 1,801,899 1,217 1,803,116
新聞図書費 1 6 79 68 32,230 32,384 4,816 37,200
減価償却費 1 3 43 38 130,038 130,123 17,922 148,045

  保険料 3 13 171 148 170,252 170,587 963 171,550
  諸会費 1 5 67 59 87,725 87,857 4,143 92,000

慶弔費 0 0 0 0 0 0 1,294 1,294
リース料 29 118 1,512 1,305 621,755 624,719 92,913 717,632

  租税公課 110 438 5,589 4,822 2,394,341 2,405,300 72,013 2,477,313
  研修費 0 0 0 0 51,900 51,900 0 51,900
  支払手数料 13 52 669 578 409,474 410,786 41,145 451,931
　保守管理費 0 0 0 0 729,432 729,432 0 729,432
　支払助成金 0 0 0 0 0 0 0 0

管理諸費 0 0 0 0 0 0 592,107 592,107
  雑費 296 1,191 15,189 13,103 37,603 67,382 4,324 71,706

その他経費計 20,275 84,915 911,960 639,192 16,190,488 17,846,830 1,393,777 19,240,607
経常費用計 39,990 163,785 1,917,570 1,506,785 48,272,540 51,900,670 5,687,104 57,587,774
当期経常増減額 ▲ 37,490 ▲ 153,785 ▲ 1,790,070 ▲ 1,396,785 2,780,535 ▲ 597,595 1,943,137 1,345,542

【事業別損益の状況】
固定資産の増減は以下の通りです。 [税込](単位:円)

科目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額
有形固定資産
　建物附属設備 502,143 0 0 502,143 ▲ 35,845 466,298

什器備品 3 0 0 3 0 3
無形固定資産

電話加入権 60,000 0 0 60,000 0 60,000
ソフトウェア 317,900 0 0 317,900 ▲ 112,200 205,700

投資その他の資産
保証金 4,200 0 0 4,200 0 4,200
敷金 300,000 0 0 300,000 0 300,000
運営積立預金 10,003,495 478 0 10,003,973 0 10,003,973

合計 11,187,741 478 0 11,188,219 ▲ 148,045 11,040,174

財 務 諸 表 の 注 記

特定非営利活動法人 鹿児島県有機農業協会 2026年3月31日現在

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準(2010年７月20日　2017年12月12日最終改正　NPO法人会計基準協議会)によっています。
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 Ⅰ．2020年度 事業計画(案)  

 

Ⅰ．2026 年度 事業計画(案) 
 

1. 事業実施の方針 

認証業務において、お茶の事業者は認証件数、面積共に順調に増えているが、一方で野菜、米、果

樹等についてはほとんど増加していない。その原因を究明し、対策を講じていきたい。 

また、業務の効率化のために取り組んでいる電子化、システム化、資材評価等の業務についても継続

して取り組みたい。 

普及啓発業務においては、主に消費者に対し有機 JAS に関するさまざまな情報を発信していくことを

主軸とし、みんなでアイディアを出し合いながら有効な手段を模索したい。 

 

1)有機農業の普及啓発事業 

(1)オーガニックフェスタかごしま 

２０２６年１１月２１日（土）、２２日（日）に第１９回目のオーガニックフェスタが開催されることになっており、

昨年から有限会社かごしま有機生産組合に実行委員会の事務局を担っていただいている。当協会も有機

農業の普及啓発のために協力して取り組みを進める。 

毎年多くの実行委員会のメンバーやボランティアにも協力いただいており、昨年以上に多くの方々と連

携しながら、これまでのやり方を検証、改善しながら持続的に開催できるよう検討を進めていく。また、鹿児

島市が行うイベントとの相乗効果が図れるよう、協力して取り組みを進める。 

 

(2)広報活動 

今年度も引き続きホームページや Facebook、Instagram での充実した情報発信に力を入れていく。有機

JAS マークの価値向上や有機 JAS の取り組みを多くの人に知ってもらうため、有機 JAS 認証事業者を取材

し、ホームページや Instagram 等で紹介することにより、有機農業に対しての取り組みなどを消費者へ知っ

てもらう取り組みを進める。当協会で有機 JAS を取得する価値や重みを感じてもらえるような発信を意識し

ていく。 

広報誌「Organic」については年１回の発行を予定し、有機 JAS 制度を含め、幅広く「有機」を知ってもら

えるような情報を掲載し、認知度向上に繋げていく。機関紙「こあぷれす」については年３回の発行を予定

し、有機 JAS 認証や制度変更などについての必要な情報を適切に届けられるよう取り組んでいく。 

 

(3)有機農業ステップアップセミナー 

有機 JAS 認証を取得している当協会事業者の課題や取り組みの推進につながるようなイベントを開催し、

経営発展に資するようにする。要望、意見について多く上げていただき、充実したセミナーとなるよう取り組

む。 

 

(4)有機農業の日の PR 

１２月８日は有機農業の日となっており、他県などでは様々なイベントがあるが、当協会では特に実施し

ていなかった。今年度は消費者へ向けた有機 JAS 制度や認証のことを認知してもらえるようなイベントを企

画する。 

 

第 2 号議案 
2026 年度・2027 年度 計画及び収⽀予算の決定について 
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(5)その他 

今年度はまず有機 JAS マークを知ってもらうことを目的に、視覚的にアピールできるようなグッズの制作を

する。幅広く認知してもらい、会話のきっかけとなるようなグッズの作成をし、有機 JAS の認知度を上げてい

きたい。 

九州・山口有機農業の祭典については、今年度は福岡県での開催が決まった。参加についても検討し

ていく。 

 

2)認証業務 

(1)JAS 法に基づく認証業務 

①検査、判定体制 

有機農産物、有機加工食品の認証要員は人数も力量も充実しているので、この状態を維持できる

よう努めたい。有機畜産物、有機飼料、有機きのこ、有機酒類等、実績が少ない農林物資についても

一定の検査及び判定ができるよう、日頃から力量維持、更新のための勉強会や研修会を開催したい。

さらに、他県や他団体へ認証要員を派遣し、勉強や意見交換を行う機会を設けたい。 

 

②有機 JAS 講習会、フォローアップ講習会 

今年度も同程度の頻度で開催したい。対面式とオンライン式を交互に取り入れ、多くの方が気軽に

参加できるように整備したい。 

ただ開催するだけではなく、限られた時間の中で多くのことを、正確に効率よく伝えられるよう、資料

の工夫、講師の話し方の技術向上、会議の構成や進め方等の創意工夫に努め、「参加してよかった」

と言っていただけるような会を目指したい。 

 

③有機畜産物、有機きのこ、有機酒類等 

実績が少ないこれらの認証について、認証事業者を確保するための取組を行っていきたい。「有機

JAS認証ができる」ことを広く周知し、認証の概要を知っていただくことから始めたい。 

 

④資材評価に係る業務 

当協会が一元的に資材の評価を行うという業務を、さらに強化し進めていきたい。資材関係者(メー

カーや販売者等)に協力を依頼し、評価資材をさらに増やしていけるよう取り組みたい。 

一方で、これらの資材を評価する人員の力量アップにも努めたい。 

さらに評価の仕組みをマニュアル化し、誰もが均一に、定例的に、継続して実施できる業務となるよ

う、データベースの仕組み作りも併せて整備していく予定である。 

 

⑤Exment(エクスメント)及びデータベース(ファイルメーカー)の充実 

昨年から運用を開始した Exment(エクスメント)について、さらに有効活用できるようさまざまな機能を

追加していく予定である。具体的には受け渡しできる書類の種類を増やし、書類の受け渡し以外の機

能を拡充していきたい。 

Exment(エクスメント)と連携しているファイルメーカーの方も、さらに業務の効率化を図れるような機

能を追加していく予定である。 

また検査員や判定員のみなさんが Exment(エクスメント)を十分に活用できるよう、Exment(エクスメン

ト)付随して活用が必須となる PC やタブレットをつかいこなせるような技術勉強会を開催したい。 

 

    ⑥他の認証機関との情報共有 

認証、データベース、電子化等において先進的な取り組みをしている認証機関から講師を招く、ま
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たは勉強のためにこちらから出向く等して、認証要員(検査員、判定員、事務局員)の知識と力量の向

上を図りたい。 

 

Ⅱ．2027 年度 事業計画(案) 
 

1. 事業実施の方針 

認証業務において、お茶の事業者は認証件数、面積共に順調に増えているが、一方で野菜、米、果

樹等についてはほとんど増加していない。その原因を究明し、引き続き対策を講じていきたい。 

また、業務の効率化のために取り組んでいる電子化、システム化、資材評価等の業務についても継続

して取り組みたい。 

普及啓発業務においては、主に消費者に対し有機 JAS に関するさまざまな情報を発信していくことを

主軸とし、みんなでアイディアを出し合いながら有効な手段を模索したい。 

 
1)有機農業の普及啓発事業 

(1)オーガニックフェスタかごしま 

２０２７年１１月下旬に第２０回目のオーガニックフェスタが開催する。昨年から有限会社かごしま有機生

産組合に実行委員会の事務局を担っていただいている。当協会も有機農業の普及啓発のために協力して

取り組みを進める。 

毎年多くの実行委員会のメンバーやボランティアにも協力いただいており、昨年以上に多くの方々と連

携しながら、これまでのやり方を検証、改善しながら持続的に開催できるよう検討を進めていく。また、鹿児

島市が行うイベントとの相乗効果が図れるよう、引き続き協力して取り組みを進める。 

 

(2)広報活動 

来年度も引き続きホームページや Facebook、Instagram での充実した情報発信に力を入れていく。有機

JAS マークの価値向上や有機 JAS の取り組みを多くの人に知ってもらうため、有機 JAS 認証事業者を取材

し、ホームページや Instagram 等で紹介することにより、有機農業に対しての取り組みなどを消費者へ知っ

てもらう取り組みを進める。当協会で有機 JAS を取得する価値や重みを感じてもらえるような発信を意識し

ていく。 

広報誌「Organic」については年１回の発行を予定し、有機 JAS 制度を含め、幅広く「有機」を知ってもら

えるような情報を掲載し、認知度向上に繋げていく。機関紙「こあぷれす」については年３回の発行を予定

し、有機 JAS 認証や制度変更などについての必要な情報を適切に届けられるよう取り組んでいく。 

 

(3)有機農業ステップアップセミナー 

有機 JAS 認証を取得している当協会事業者の課題や取り組みの推進につながるようなイベントを開催し、

経営発展に資するようにする。要望、意見について多く上げていただき、充実したセミナーとなるよう取り組

む。 

 

(4)有機農業の日の PR 

１２月８日は有機農業の日となっており、他県などでは様々なイベントがあるが、当協会では特に実施し

ていなかった。今年度は消費者へ向けた有機 JAS 制度や認証のことを認知してもらえるようなイベントを企

画する。 
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(5)その他 

来年度も引き続き有機 JAS マークを知ってもらうことを目的に、視覚的にアピールできるようなグッズの制

作をする。幅広く認知してもらい、会話のきっかけとなるようなグッズの作成をし、引き続き有機 JAS の認知

度を上げていきたい。 

 

2)認証業務 

(1)JAS 法に基づく認証業務 

①検査、判定体制 

有機農産物、有機加工食品の認証要員は人数も力量も充実しているので、この状態を維持できる

よう努めたい。有機畜産物、有機飼料、有機きのこ、有機酒類等、実績が少ない農林物資についても

一定の検査及び判定ができるよう、日頃から力量維持、更新のための勉強会や研修会を開催したい。

さらに、他県や他団体へ認証要員を派遣し、勉強や意見交換を行う機会を設けたい。 

 

②有機 JAS 講習会、フォローアップ講習会 

今年度も同程度の頻度で開催したい。対面式とオンライン式を交互に取り入れ、多くの方が気軽に

参加できるように整備したい。 

ただ開催するだけではなく、限られた時間の中で多くのことを、正確に効率よく伝えられるよう、資料

の工夫、講師の話し方の技術向上、会議の構成や進め方等の創意工夫に努め、「参加してよかった」

と言っていただけるような会を目指したい。 

 

③有機畜産物、有機きのこ、有機酒類等 

実績が少ないこれらの認証について、認証事業者を確保するための取組を行っていきたい。「有機

JAS認証ができる」ことを広く周知し、認証の概要を知っていただきたい。 

 

④資材評価に係る業務 

当協会が一元的に資材の評価を行うという業務を、さらに強化し進めていきたい。資材関係者(メー

カーや販売者等)に協力を依頼し、評価資材をさらに増やしていけるよう取り組みたい。 

一方で、これらの資材を評価する人員の力量アップにも努めたい。 

さらに評価の仕組みをマニュアル化し、誰もが均一に、定例的に、継続して実施できる業務となるよ

う、データベースの仕組み作りも併せて継続して整備していく予定である。 

 

⑤Exment(エクスメント)及びデータベース(ファイルメーカー)の充実 

昨年から運用を開始した Exment(エクスメント)について、さらに有効活用できるようさまざまな機能を

追加していく予定である。具体的には受け渡しできる書類の種類を増やし、書類の受け渡し以外の機

能を拡充していきたい。 

Exment(エクスメント)と連携しているファイルメーカーの方も、さらに業務の効率化を図れるような機

能を追加していく予定である。 

また検査員や判定員のみなさんが Exment(エクスメント)を十分に活用できるよう、Exment(エクスメン

ト)付随して活用が必須となる PC やタブレットをつかいこなせるような技術勉強会を継続して開催した

い。 

 

    ⑥他の認証機関との情報共有 

認証、データベース、電子化等において先進的な取り組みをしている認証機関から講師を招く、ま

たは勉強のためにこちらから出向く等して、認証要員(検査員、判定員、事務局員)の知識と力量の向

上を継続して図りたい。 
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事業名 実施時期 実施場所 従事者数
受益対象
の範囲

受益対象者
人数/件数

11月21日、22日 鹿児島市 11名
2日間

約10,000名

5月23日 鹿児島市 9名 100名

1月 鹿児島市 4名 25名

通年

4月

8月

12月

4月 4名 会員・一般 7,000部

12月 鹿児島市 4名 会員・一般 未定

通年 協会事務所 1名 会員・一般

通年 全国 34名
認証
事業者

450件

定例
　新規対象4回
臨時
　要望により随時

鹿児島県内 10名
認証
申請者

120名

定例
　既存対象3回
臨時
　要望により随時

鹿児島県内 10名
認証
事業者

80名

検査員判定員
　研修会3回
随時
 個別相互研修

鹿児島市 34名
検査員
判定員

34名

通年 協会事務所 5名
認証
事業者

600件

通年 鹿児島市 10名
認証
事業者

300名

そ
の
他

認
証
に

関
わ
る

事
業 通年 協会事務所 3名

認証
事業者

30件

J
A
S
法
に
基
づ
く
認
証
業
務

有機ＪＡＳ講習会（新規）
※オンライン含む

検査員・判定員研修会

資材評価業務

有機ＪＡＳ認証業務

EU、イギリス、スイス、米国、カナダ、台湾
輸出向け検査証明書発行業務

有機JASフォローアップ講習会（既存）
※オンライン含む

2.　事業の実施に関する事項

広報誌 「Ｏｒｇａｎｉｃ」Vol.26号発行

有機農業の日

事業内容

広報全般（有機農業に関する情報の発信）

第8回有機農業ステップアップセミナー

会員・一般

第19回　オーガニックフェスタかごしま
(オーガニックフェスタかごしま実行委員会主催)

有機農業フォーラム2026

普
及
啓
発
事
業

ホームページ、フェイスブック等による情報発信

各500部

取引証明書（TC)発行業務

機関紙「こあぷれす」Vol.106発行

機関紙「こあぷれす」Vol.105発行

会員・一般6名

機関紙「こあぷれす」Vol.107発行

協会事務所
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末
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員
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員
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会

○
○

検
査
員
協
会
等

が
主
催
す
る
全

国
版
の
検
査
員

研
修
会
に
参
加

○

検
査
員
判
定
員
勉
強
会
(P
C
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方
)

○
○

○

勉
強
会
(き

の
こ
、
酒
類
、
畜
産

物
、
そ
の
他
)

畜
産
物

勉
強
会

表
示
、
外
国
格
付

表
示
勉
強
会

き
の
こ

勉
強
会

酒
類

勉
強
会

そ
の
他
認
証
業
務

内
部
監
査

公
平
性

委
員
会

事
業
所
調
査

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

レ
ビ
ュ
ー

資
材
評
価
に
係
る
業
務

資
材
評
価
検
討
会

E
x
m
en
tや

F
ile
M
a
k
er
に
係
る
業
務

認
証
業
務
広
域
化
に
係
る
協
議

佐
賀
、
長
崎

懇
話
会

○
○

○
有
機
JA

S
登
録
認
証
機
関
協
議
会

総
会

有
機
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

○
有
機
農
業
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー

○

機
関
誌
「
こ
あ
ぷ
れ
す
」

○
　

○
○

広
報
誌
「
O
rg
a
n
ic
」

○
有
機
JA

S
の
周
知
、
普
及
に
係

る
業
務

有
機
農
業
の
日
イ
ベ
ン
ト

○

2
0
2
6
年
度
　
事
業
予
定
表
(案

)

2
0
2
6
年

5
月

2
3
日

現
在

農
産
、
加
工
、
飼

料
の
生
産
行
程
管

理
者
等

(対
面
:鹿

児
島
市
)

有
機

JA
S
講

習
会

(新
規

)

農
産
、
加
工
、
飼

料
の
生
産
行
程
管

理
者
等

(オ
ン
ラ
イ
ン
)

農
産
、
加
工
、
飼

料
の
生
産
行
程
管

理
者
等

(オ
ン
ラ
イ
ン
)

農
産
、
加
工
、
飼

料
の
生
産
行
程
管

理
者
等

(対
面
:鹿

児
島
市
)

普 及 啓 発 事 業
通
年農

産
、
加
工
、
飼

料
の
生
産
行
程
管

理
者
等

(オ
ン
ラ
イ
ン
)

農
産
、
加
工
、
飼

料
の
生
産
行
程
管

理
者
等

(対
面
:鹿

児
島
市
)

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会

(既
存
)

農
産
、
加
工
、
飼

料
の
生
産
行
程
管

理
者
等

(対
面
:鹿

児
島
市
)

認 証 事 業

そ
の
他

必
要
に
応
じ
随
時

通
年

通
年
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法人名:

1.

2.

3.

4.

5.

1.

特定非営利活動法人 鹿児島県有機農業協会

活動予算書
2026年4月1日～2027年3月31日

(単位：円)

科　　目 金　　額

正会員受取会費 7,200,000

賛助会員受取会費 50,000 7,250,000

Ⅰ 経常収益

受取会費

受取入会金

受取入会金 100,000 100,000

受取寄付金

受取寄付金 0 0

受託事業収益 0 52,000,000

その他収益

事業収益

事業収益 52,000,000

　　経常収益計 59,354,500

Ⅱ 経常費用

受取利息 4,500

雑収入 0 4,500

給料手当 20,810,000

役員報酬 1,260,000

事業費

（1）人件費

退職給付費用 748,000

法定福利費 2,705,300

検査員判定員手当 10,400,000

普及啓発業務手当 100,000

アルバイト給料 518,400

検査員報酬費 600,000

福利厚生費 190,000

人件費計 36,731,700

諸謝金 200,000

印刷製本費（事業） 350,000

会議費（事業） 900,000

（2）その他経費

修繕費(事業) 500,000

広告宣伝費(事業) 0

新聞図書費(事業) 32,000

旅費交通費（事業） 4,160,000

通信運搬費（事業） 1,612,000

消耗品費（事業） 800,000

普及啓発事業費（事業） 1,140,000

減価償却費（事業） 170,000

保険料（事業） 170,000

水道光熱費（事業） 240,000

地代家賃（事業） 1,050,000

賃借料（事業） 142,000

慶弔費（事業） 20,000

リース料（事業） 640,000

租税公課（事業） 2,100,000

諸会費（事業） 100,000
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2.

 

 

保守管理費（事業） 730,000

支払助成金 300,000

研修費（事業） 50,000

支払手数料（事業） 250,000

雑費（事業） 0

その他経費計 16,256,000

管理諸費 0

外注費 0

給料手当 2,500,000

事業費計 52,987,700

管理費

役員報酬 1,260,000

退職給付費用 24,000

法定福利費 650,000

（1）人件費

印刷製本費 30,000

福利厚生費 80,000

人件費計 4,514,000

会議費 30,000

旅費交通費 5,000

通信運搬費 173,000

（2）その他経費

地代家賃 152,000

賃借料 21,000

接待交際費 0

消耗品費 60,000

修繕費 3,000

水道光熱費 32,000

保険料 2,000

諸会費 5,000

広告宣伝費 0

新聞図書費 5,000

減価償却費 17,000

研修費 0

支払手数料 22,000

管理諸費 620,000

慶弔費 5,000

リース料 92,000

租税公課 72,000

管理費計 5,860,000

　　経常費用計 58,847,700

雑費 0

その他経費計 1,346,000

　　経常外収益計 0

Ⅳ 経常外費用

当期経常増減額 506,800

Ⅲ 経常外収益

経理区分振替額 0

当期正味財産増減額 506,800

　　経常外費用計 0

税引前当期正味財産増減額 506,800

前期繰越正味財産額 25,133,391

次期繰越正味財産額 25,640,191
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【重要な会計方針】

(1)固定資産の減価償却の方法
　有形固定資産：定率法
(2)消費税等の会計処理
　消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

【事業別損益の状況】
[税込]（単位：円）

科目

有機農業の啓
発・技術普及に

関する事業
-ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ

ｾﾐﾅｰ-

食品の安全性や
環境保全に関す

る事業
-ﾌｫｰﾗﾑ-

有機農業の理解
を深める生産者
と消費者の交流
や、食農教育に

関する事業
-ﾌｪｽﾀ等-

前各号に付帯す
る事業

-こあぷれす
等-

『日本農林規格
等に関する法

律』等に基づく
有機農産物等の

認証業務
-JAS認証事業-

事業部門計 管理部門 合計

Ⅰ経常収益

　　受取会費 0 0 0 0 0 0 7,250,000 7,250,000

　　受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0

　　受取入会金 0 0 0 0 0 0 100,000 100,000

　　事業収益 3,000 12,000 150,000 135,000 51,700,000 52,000,000 0 52,000,000

    その他収益 0 0 0 0 0 0 4,500 4,500

経常収益　計 3,000 12,000 150,000 135,000 51,700,000 52,000,000 7,354,500 59,354,500

Ⅱ経常費用

　１．人件費

 　 給料手当 19,500 77,500 986,500 851,500 18,875,000 20,810,000 2,500,000 23,310,000

　　役員報酬 50 250 2,750 2,350 1,254,600 1,260,000 1,260,000 2,520,000

    検査員判定員手当 0 0 0 0 10,400,000 10,400,000 0 10,400,000

　　普及啓発業務手当 1,000 4,000 50,000 45,000 0 100,000 0 100,000

　　アルバイト給料 0 0 0 0 518,400 518,400 0 518,400

　　退職給付費用 250 1,000 12,250 11,000 723,500 748,000 24,000 772,000

 　 法定福利費 1,000 4,500 55,000 47,000 2,597,800 2,705,300 650,000 3,355,300

　　福利厚生費 15,000 15,000 15,000 15,000 130,000 190,000 80,000 270,000

人件費　計 36,800 102,250 1,121,500 971,850 34,499,300 36,731,700 4,514,000 41,245,700

　２．その他経費

  　検査員報酬費 0 0 0 0 600,000 600,000 0 600,000

  　諸謝金 750 2,900 36,500 31,500 128,350 200,000 0 200,000

  　印刷製本費 10 30 380 330 349,250 350,000 30,000 380,000

  　会議費 5,400 16,000 3,200 2,150 873,250 900,000 30,000 930,000

  　旅費交通費 600 2,500 31,400 27,000 4,098,500 4,160,000 5,000 4,165,000

  　通信運搬費 150 620 7,900 6,830 1,596,500 1,612,000 173,000 1,785,000

  　消耗品費 75 300 3,825 3,300 792,500 800,000 60,000 860,000

  　修繕費 0 0 0 0 500,000 500,000 3,000 503,000

　　水道光熱費 10 45 575 500 238,870 240,000 32,000 272,000

　　地代家賃 50 200 2,500 2,500 1,044,750 1,050,000 152,000 1,202,000

  　賃借料 7 27 340 296 141,330 142,000 21,000 163,000

　　普及啓発事業費 7,200 35,500 600,000 345,000 152,300 1,140,000 0 1,140,000

　　接待交際費 0 0 0 0 0 0 0 0

　　新聞図書費 500 500 500 500 30,000 32,000 5,000 37,000

　　減価償却費 500 500 500 500 168,000 170,000 17,000 187,000

　　諸会費 500 500 500 500 98,000 100,000 5,000 105,000

　　慶弔費 1,000 1,000 1,000 1,000 16,000 20,000 5,000 25,000

　　リース料 500 500 5,000 2,000 632,000 640,000 92,000 732,000

  　保険料 500 500 500 500 168,000 170,000 2,000 172,000

  　租税公課 100 250 3,500 3,000 2,093,150 2,100,000 72,000 2,172,000

  　研修費 0 0 0 0 50,000 50,000 0 50,000

  　支払手数料 500 500 1,000 1,000 247,000 250,000 22,000 272,000

  　保守管理費 0 0 0 0 730,000 730,000 0 730,000

  　支払助成金 0 0 0 0 300,000 300,000 0 300,000

　　管理諸費 0 0 0 0 0 0 620,000 620,000

　　外注費 0 0 0 0 0 0 0 0

  　雑費 0 0 0 0 0 0 0 0

受託事業経費 0 0 0 0 0 0 0 0

    その他経費計 18,352 62,372 699,120 428,406 15,047,750 16,256,000 1,346,000 17,602,000

経常費用　計 55,152 164,622 1,820,620 1,400,256 49,547,050 52,987,700 5,860,000 58,847,700

当期経常増減額 ▲ 52,152 ▲ 152,622 ▲ 1,670,620 ▲ 1,265,256 2,152,950 ▲ 987,700 1,494,500 506,800

財務諸表の注記(活動予算書)

特定非営利活動法人 鹿児島県有機農業協会 2026年3月31日現在

　財務諸表の作成は、NPO法人会計基準(2010年7月20日 2017年12月12最終改正 NPO法人会計基準協議会)によっています。
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法人名:

1.

2.

3.

4.

5.

1.

特定非営利活動法人 鹿児島県有機農業協会

活動予算書
2027年4月1日～2028年3月31日

(単位：円)

科　　目 金　　額

正会員受取会費 7,200,000

賛助会員受取会費 50,000 7,250,000

Ⅰ 経常収益

受取会費

受取入会金

受取入会金 100,000 100,000

受取寄付金

受取寄付金 0 0

受託事業収益 0 52,000,000

その他収益

事業収益

事業収益 52,000,000

　　経常収益計 59,354,500

Ⅱ 経常費用

受取利息 4,500

雑収入 0 4,500

給料手当 20,810,000

役員報酬 1,260,000

事業費

（1）人件費

退職給付費用 748,000

法定福利費 2,705,300

検査員判定員手当 10,400,000

普及啓発業務手当 100,000

アルバイト給料 518,400

検査員報酬費 600,000

福利厚生費 190,000

人件費計 36,731,700

諸謝金 200,000

印刷製本費（事業） 350,000

会議費（事業） 900,000

（2）その他経費

修繕費(事業) 500,000

広告宣伝費(事業) 0

新聞図書費(事業) 32,000

旅費交通費（事業） 4,160,000

通信運搬費（事業） 1,612,000

消耗品費（事業） 800,000

普及啓発事業費（事業） 1,140,000

減価償却費（事業） 170,000

保険料（事業） 170,000

水道光熱費（事業） 240,000

地代家賃（事業） 1,050,000

賃借料（事業） 142,000

慶弔費（事業） 20,000

リース料（事業） 640,000

租税公課（事業） 2,100,000

諸会費（事業） 100,000
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2.

 

 

保守管理費（事業） 730,000

支払助成金 300,000

研修費（事業） 50,000

支払手数料（事業） 250,000

雑費（事業） 0

その他経費計 16,256,000

管理諸費 0

外注費 0

給料手当 2,500,000

事業費計 52,987,700

管理費

役員報酬 1,260,000

退職給付費用 24,000

法定福利費 650,000

（1）人件費

印刷製本費 30,000

福利厚生費 80,000

人件費計 4,514,000

会議費 30,000

旅費交通費 5,000

通信運搬費 173,000

（2）その他経費

地代家賃 152,000

賃借料 21,000

接待交際費 0

消耗品費 60,000

修繕費 3,000

水道光熱費 32,000

保険料 2,000

諸会費 5,000

広告宣伝費 0

新聞図書費 5,000

減価償却費 17,000

研修費 0

支払手数料 22,000

管理諸費 620,000

慶弔費 5,000

リース料 92,000

租税公課 72,000

管理費計 5,860,000

　　経常費用計 58,847,700

雑費 0

その他経費計 1,346,000

　　経常外収益計 0

Ⅳ 経常外費用

当期経常増減額 506,800

Ⅲ 経常外収益

経理区分振替額 0

当期正味財産増減額 506,800

　　経常外費用計 0

税引前当期正味財産増減額 506,800

前期繰越正味財産額 25,640,191

次期繰越正味財産額 26,146,991
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【重要な会計方針】

(1)固定資産の減価償却の方法
　有形固定資産：定率法
(2)消費税等の会計処理
　消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

【事業別損益の状況】
[税込]（単位：円）

科目

有機農業の啓
発・技術普及に

関する事業
-ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ

ｾﾐﾅｰ-

食品の安全性や
環境保全に関す

る事業
-ﾌｫｰﾗﾑ-

有機農業の理解
を深める生産者
と消費者の交流
や、食農教育に

関する事業
-ﾌｪｽﾀ等-

前各号に付帯す
る事業

-こあぷれす
等-

『日本農林規格
等に関する法

律』等に基づく
有機農産物等の

認証業務
-JAS認証事業-

事業部門計 管理部門 合計

Ⅰ経常収益

　　受取会費 0 0 0 0 0 0 7,250,000 7,250,000

　　受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0

　　受取入会金 0 0 0 0 0 0 100,000 100,000

　　事業収益 3,000 12,000 150,000 135,000 51,700,000 52,000,000 0 52,000,000

    その他収益 0 0 0 0 0 0 4,500 4,500

経常収益　計 3,000 12,000 150,000 135,000 51,700,000 52,000,000 7,354,500 59,354,500

Ⅱ経常費用

　１．人件費

 　 給料手当 19,500 77,500 986,500 851,500 18,875,000 20,810,000 2,500,000 23,310,000

　　役員報酬 50 250 2,750 2,350 1,254,600 1,260,000 1,260,000 2,520,000

    検査員判定員手当 0 0 0 0 10,400,000 10,400,000 0 10,400,000

　　普及啓発業務手当 1,000 4,000 50,000 45,000 0 100,000 0 100,000

　　アルバイト給料 0 0 0 0 518,400 518,400 0 518,400

　　退職給付費用 250 1,000 12,250 11,000 723,500 748,000 24,000 772,000

 　 法定福利費 1,000 4,500 55,000 47,000 2,597,800 2,705,300 650,000 3,355,300

　　福利厚生費 15,000 15,000 15,000 15,000 130,000 190,000 80,000 270,000

人件費　計 36,800 102,250 1,121,500 971,850 34,499,300 36,731,700 4,514,000 41,245,700

　２．その他経費

  　検査員報酬費 0 0 0 0 600,000 600,000 0 600,000

  　諸謝金 750 2,900 36,500 31,500 128,350 200,000 0 200,000

  　印刷製本費 10 30 380 330 349,250 350,000 30,000 380,000

  　会議費 5,400 16,000 3,200 2,150 873,250 900,000 30,000 930,000

  　旅費交通費 600 2,500 31,400 27,000 4,098,500 4,160,000 5,000 4,165,000

  　通信運搬費 150 620 7,900 6,830 1,596,500 1,612,000 173,000 1,785,000

  　消耗品費 75 300 3,825 3,300 792,500 800,000 60,000 860,000

  　修繕費 0 0 0 0 500,000 500,000 3,000 503,000

　　水道光熱費 10 45 575 500 238,870 240,000 32,000 272,000

　　地代家賃 50 200 2,500 2,500 1,044,750 1,050,000 152,000 1,202,000

  　賃借料 7 27 340 296 141,330 142,000 21,000 163,000

　　普及啓発事業費 7,200 35,500 600,000 345,000 152,300 1,140,000 0 1,140,000

　　接待交際費 0 0 0 0 0 0 0 0

　　新聞図書費 500 500 500 500 30,000 32,000 5,000 37,000

　　減価償却費 500 500 500 500 168,000 170,000 17,000 187,000

　　諸会費 500 500 500 500 98,000 100,000 5,000 105,000

　　慶弔費 1,000 1,000 1,000 1,000 16,000 20,000 5,000 25,000

　　リース料 500 500 5,000 2,000 632,000 640,000 92,000 732,000

  　保険料 500 500 500 500 168,000 170,000 2,000 172,000

  　租税公課 100 250 3,500 3,000 2,093,150 2,100,000 72,000 2,172,000

  　研修費 0 0 0 0 50,000 50,000 0 50,000

  　支払手数料 500 500 1,000 1,000 247,000 250,000 22,000 272,000

  　保守管理費 0 0 0 0 730,000 730,000 0 730,000

  　支払助成金 0 0 0 0 300,000 300,000 0 300,000

　　管理諸費 0 0 0 0 0 0 620,000 620,000

　　外注費 0 0 0 0 0 0 0 0

  　雑費 0 0 0 0 0 0 0 0

受託事業経費 0 0 0 0 0 0 0 0

    その他経費計 18,352 62,372 699,120 428,406 15,047,750 16,256,000 1,346,000 17,602,000

経常費用　計 55,152 164,622 1,820,620 1,400,256 49,547,050 52,987,700 5,860,000 58,847,700

当期経常増減額 ▲ 52,152 ▲ 152,622 ▲ 1,670,620 ▲ 1,265,256 2,152,950 ▲ 987,700 1,494,500 506,800

財務諸表の注記(活動予算書)

特定非営利活動法人 鹿児島県有機農業協会 2027年3月31日現在

　財務諸表の作成は、NPO法人会計基準(2010年7月20日 2017年12月12最終改正 NPO法人会計基準協議会)によっています。
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Ⅲ 中期３ケ年計画の進捗状況と今後の計画 
１．計画内容に対する取組状況 
（１） 認証事業者の経営構造と意向を把握するためアンケートを実施した。結果として、ある程度の

意向把握はできたが、回収率が２６％程度であり、結果の精度を⾼めるため、引き続きアン
ケートの回収作業をすすめる。現時点での集約結果の⼀部を以下に提⽰する。 

■有機農業に取り組む理由・動機について                 単位：％ 
 ⾷ の 安

全 
⾃⾝の 
安 全 健
康 

取 引
先 要
望 

付 加 価
値狙い 

資材コ
スト低
減 

慣⾏⼟
壌の改
善 

環境負
荷の軽
減 

⽣物多
様性保
護 

環境問
題への
対応 

主 な 理
由 

19.4 12.5 25.0 13.9 2.8 0.0 2.8 1.4 1.4 

理 由 あ
り 

51.4 44.4 8.3 45.8 22.2 23.8 
 

25.0 22.2 23.6 

■有機農業が抱える課題 
 ⼈ 件 費

コ ス ト
が上昇 

雑 草 管
理 

⾼ 齢
化 

資 材 費
⽤ 

防除技
術 

低収量
販売額 

低価格
が低収
益 

地⼒改
善・維
持 

販路確
保困難 

主 な 理
由 

18.7 3.3 8.0 5.3 2.7 10.7 6.7 15.3 12.5 

理 由 あ
り 

63.9 58.3 55.6 51.4 34.7 31.9 
 

23.6 1.3 4.0 

 
(２)  協会の継続的な安定経営を確保するために、財政基盤の確⽴に向けた経営シミュレーションの 

     策定を３ケ年計画に位置付けている。現在茶農家を中⼼に新規申請の増加や認証⾯積の拡⼤が進 
           んでおり、こうした傾向をしっかり⾒極め、シミュレーション策定の際の収⼊基盤のデータと位 

 置付けたい。 
⼀⽅で、作物間で収益性に格差が広がってきている状況が伺える。協会の収⼊基盤を安定させ 

るためには、収⼊源の⼤きなシエアを占める認証⼿数料の⾒直しも必要であり、様々な⽅式を模
索しながら検討したい。 

       さらに、安定経営を確保するためには優秀な協会職員の継続確保も命題となる。現在職員の給料 
体系の⾒直しを⾏っており、昨今の地域内の賃⾦⽔準を⾒極めながら⾒直し作業をすすめること 
とする。 
 

（３）有機農業の市⺠層への啓発・広報活動の軸となるイベントの適正規模の検討と規範づくりにつ 
いては、財政⾒通しとも連動させながら検討すべきであるが、現時点では検討のための体制づく  
りやコンセンサスづくりも含め、これからの対応となっている。 

また、協会の新たな経営戦略や事業展開を模索・検討するとした計画についても、課題の整理   
と新たな⽅策案の検討が未着⼿の状態である。 
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２．具体的な取組状況と今後のすすめ⽅（⾏動計画） 
（１）１年⽬の取組状況 

   ア．懇話会の設置については、前年度末に１回実施したが、その後は未開催となっており、実践 
 計画づくりも未着⼿のままである。 
イ．認証事業者の的確な情報把握と意向の把握については、全事業者の構造データを下に、⿅児 

島⼤学の李教授（同協会理事）の協⼒による意向調査を実施したが、対象事業者から回収率が 
２６％にとどまっており、結果の精度を⾼めるため、２０２６年度も対象者に再請求を課しな 
がら正確な意向把握に努める 

   ウ．認証業務の⾒直し検討は、検査員へのデータ送信や報告⽅法と、判定員の検査結果の閲覧時 
にエクスメント（ソフト）が導⼊され、検査員・判定員の電⼦データ活⽤による業務改善と認 
証事務局員の業務負担の軽減がなされた。 

   エ．協会主催⾏事等に対する⽅策についての基本的規範の策定については未着⼿状態であるが、 
    有機 JAS の啓発については、イベント主体の取組みに加え、グッズやジャンパーなどの製作に 
    も着⼿し、多彩な⼿段での活動につなげる取組みを実施することができた。 
 

（２） ２年⽬の⾏動計画 
  ア．懇話会の開催 
    有機茶の認証事業者のシェアが増⼤しつつある中、メンバーに同事業者を含めた懇話会を２ 

回程度実施する。 
イ．認証⼿数料の⾒直し(案)の策定 

新たな認証⼿数料の料⾦表(案)づくりに着⼿する。具体的には、①現在、作物横断的になさ
れている料⾦階層の⾒直し、②作物間の収益性の格差を⾒極め、場合によっては、⾼収益性
の作物の料⾦階層・⼿数料額の⾒直しを検討する。 

 また、広域化(認証業務)の⾜掛かりとして、佐賀県・⻑崎県における JAS 講習会の実施に向 
けた協議機会を設定する。 

   ウ．協会の経営形態について、業務の多⾓化(認証業務以外の業務、例えば認証申請事務代⾏を⾏
う別会社の設⽴)等を想定した事務代⾏内容のピックアップを⾏いながら、別組織の形態・内
容等を具体的に検討する。 

   エ．アンケート調査の再集約を踏まえ、調査結果を事業計画に反映させる。 
 

（３） ３年⽬の⾏動計画 
  ア．認証事業者の定期的な意⾒交流機会の創設 
  イ．経営シミュレーションに基づく事業計画(⼤枠)の策定 

ウ．イベントの適正規模の検討と規範づくり 
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第3号議案 定款変更について 

 

第 1 章  総 則 

（事業） 

第 5 条  この法人は、第3条の目的を達成するため、特定非営利活動に係る次の事業を 

           行う。 

（旧） 

（1）有機農業の啓発・技術普及に関する事業 

（2）食品の安全性や環境保全に関する事業 

（3）有機農業の理解を深める生産者と消費者の交流や、食農教育に関する事業 

（4）『日本農林規格等に関する法律』等に基づく有機農産物等の認証業務 

（5）有機酒類の認証業務 

（6）社会貢献事業に関する広報活動 

（7）前各号に付帯する事業 

（新） 

（1）有機農業の啓発・技術普及に関する事業 

（2）食品の安全性や環境保全に関する事業 

（3）有機農業の理解を深める生産者と消費者の交流や、食農教育に関する事業 

（4）『日本農林規格等に関する法律』等に基づく有機農産物等の認証業務 

（5）社会貢献事業に関する広報活動 

（6）前各号に付帯する事業 

 

【第 5条 変更事由：JAS法改正に伴い(4)の事業に含まれることになったため】 

 

第 4章 総 会 

（総会の権能） 

第 22条   総会は、以下の事項について議決する。 

（旧） 

(1) 定款の変更 

(2) 解散及び合併 

(3) 事業計画及び収支予算並びにその変更 

(4) 事業報告及び収支決算 

(5) 役員の選任又は解任、職務及び報酬 
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(6) 入会金及び会費の額 

(7) 借入金（その年内の収入をもって償還する短期借入金を除く。）その他新たな 

義務の負担及び権利の放棄 

(8) その他運営に関する重要事項 

（新） 

(1) 定款の変更 

(2) 解散及び合併 

(3) 事業計画及び活動予算並びにその変更 

(4) 事業報告及び活動決算 

(5) 役員の選任又は解任、職務及び報酬 

(6) 入会金及び会費の額 

(7) 借入金（その年内の収益をもって償還する短期借入金を除く。）その他新たな 

義務の負担及び権利の放棄 

(8) その他運営に関する重要事項 

 

第６章 資 産 

（資産構成） 

第 38条   この法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。 

（旧） 

(1) 設立当初の財産目録に記載された資産 

(2) 入会金および会費 

(3) 寄付金品 

(4) 財産から生じる収入 

(5) 事業に伴う収入 

(6) その他の収入 

（新） 

(1) 設立当初の財産目録に記載された資産 

(2) 入会金および会費 

(3) 寄付金品 

(4) 財産から生じる収益 

(5) 事業に伴う収益 

(6) その他の収益 
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（事業計画及び予算） 

（旧） 

第 41条   この法人の事業計画及びこれに伴う収支予算は、理事長が作成し、総会の議決を 

経なければならない。 

（新） 

第 41条   この法人の事業計画及びこれに伴う活動予算は、理事長が作成し、総会の議決を 

経なければならない。 

 

（暫定予算） 

（旧） 

第 42条   前条の規定にかかわらず、やむを得ない理由により予算が成立しないときは、理 

事長は、理事会の議決を経て、予算成立の日まで前年の予算に準じ収入支出する 

ことができる。 

2   前項の収入支出は、新たに成立した予算の収入支出とみなす。 

（新） 

第 42条   前条の規定にかかわらず、やむを得ない理由により予算が成立しないときは、理 

事長は、理事会の議決を経て、予算成立の日まで前年の予算に準じ収益費用を講 

じることができる。 

2   前項の収益費用は、新たに成立した予算の収益費用とみなす。 

 

【第 22条、第28条、第41条、第42条 変更事由：NPO会計基準に対応するため】 

 

第 7章 定款の変更、解散及び合併 

（解散） 

（旧） 

第 48条   この法人は、次に掲げる事由により解散する。 

(1) 総会の決議 

(2) 目的とする特定非営利活動に係わる事業の成功の不能 

(3) 会員の欠亡 

(4) 合併 

(5) 破産 

(6) 所轄庁による設立の認証の取り消し 

2 前項第 1 号の事由によりこの法人が解散するときは、正会員総数の 4 分の 3 以上の

承認を得なければならない。 
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3   第 1項第2号の事由により解散するときは、所轄庁の認定を得なければならない。 

（新） 

第 48条   この法人は、次に掲げる事由により解散する。 

(1) 総会の決議 

(2) 目的とする特定非営利活動に係わる事業の成功の不能 

(3) 会員の欠亡 

(4) 合併 

(5) 破産手続開始の決定 

(6) 所轄庁による設立の認証の取り消し 

2 前項第1号の事由によりこの法人が解散するときは、正会員総数の4分の3以上の 

承認を得なければならない。 

3   第 1項第2号の事由により解散するときは、所轄庁の認定を得なければならない。 

 

（残余財産の帰属） 

（旧） 

第 50条   この法人が解散（合併又は破産による解散を除く。）したときに残存する財産は鹿 

児島県に譲渡するものとする。 

（新） 

第 50条   この法人が解散（合併又は破産手続開始の決定による解散を除く。）したときに 

残存する財産は鹿児島県に譲渡するものとする。 

 

【第 48条、第50条 変更事由：破産法の制定に対応するため】 

 

附則 

この定款は、所轄庁の認証の日（令和8年 月 日）から施行する。 
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